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マンガ「片町夜曲(セレナーデ)」♯３３原作シナリオ

♯１　スナック「香澄」店内(夜)
　店内に香澄と吉岡がいる。

吉岡「嫁さんになってくれないか。春から東京に転勤が決まったんだ。数年でこっちに帰ってく

るけど、さすがにいまのように通えないし‥‥」

香澄「(真摯に吉岡を見つめている)」
吉岡「一緒に来てくれとは言わない。香澄は店を続けてくれたっていい。このへんで区切りをつ

けたいんだ」

香澄「(微笑んで)しばらく考えさせて、吉岡クン」
 
♯２　居酒屋「まわりみち」

　吉岡が来店している。カウンター内には末吉とアヤカがいる。

末吉「また香澄ママにプロポーズしたんか。今年もそんな季節かあ」

吉岡「人のプロポーズを風物詩みたいに感慨深く言うのはやめてくれ！」

アヤカのＯＦＦ「今度のプロポーズは、いい返事が返ってくるといいですね吉岡さん！」

 
♯３　スナック「香澄」(真夜中)
　酒棚に置かれたデジタル時計が２時を回っている。

　カウンターの中で、ぼんやりしている香澄。そこへ漂ってくる白い煙。

　レンジに載せられた鍋の煮物が真っ黒に焦げている。

香澄「(気付かない)‥‥」
 
♯４　片町スクランブル交差点(数日後の夜)
　スーパーの袋を下げて足早にやってくる出勤着姿の香澄。

 
♯５　スナック「香澄」・店内

香澄「(入ってきて)遅れてごめんね、アヤカちゃん。買い物に手間取っちゃった。はい、これ。切
れてた洗剤買ってきたわ‥‥(とアヤカに食器用洗剤を差し出す)」
アヤカ「えっ‥‥(訝しそうに受け取って)」
　アヤカ、カウンター内の収納扉を開く。

　そこには同じ銘柄の食器用洗剤がいくつも並んでいる。

アヤカ「香澄ママ‥‥(何か言いかける)」
　サラリーマン風のグループが入店してきた。

香澄「(笑顔で)いらっしゃい」
客「香澄、ボトル頼む」

　香澄、酒棚のボトルを眺めて、固まってしまう。



香澄「えっと‥‥」

アヤカ「(耳打ちして)山田さんですよ」
香澄「(取り繕った笑顔で)いやね、ど忘れしちゃったわ」
　ボトルを取り出し、客と談笑を始める香澄。

アヤカのＯＦＦ「最近の香澄ママは少し変です。なんだか物忘れが多くなって‥‥疲れているの

かな」

　何事もなかったように客と談笑している香澄。

アヤカのＯＦＦ「その夜も吉岡さんがやってきました‥‥」

吉岡「(カウンター席に腰掛けて、香澄に)いつものね」
香澄「いつもの？‥‥(首を傾げてぽつりと)何だったかしら」
吉岡「この前の話、考えてくれた？」

香澄「この前の話って？」

吉岡「ひどいな香澄、プロポーズの返事だろ」

香澄「‥‥ああ、そうだったわね」

　その時、扉が開いてビシッとスーツをキメた桐島が入ってきた。

香澄「(パッと笑顔になって)桐島さん！」
　うきうきとした足取りで桐島の前に行く香澄、顔を至近距離に近づけて、

香澄「(桐島の耳元に囁く)しばらく来ないから寂しかったのよ」
桐島「(意外そうに)今夜はばかに愛想がいいな」
　そんな香澄と桐島の姿——を切ない眼差しで見つめている吉岡。

吉岡のＯＦＦ「香澄はいまも桐島先輩のことが好きなのか‥‥」

 
♯６　片町スクランブル交差点(別の日の夜)
　出勤着で横断してくる香澄が交差点の中央で立ち止まる。

　不安げに周囲を見回す香澄の傍らを、通行人が歩き去っていく。

　そこへ雨が降ってきた。

 
♯７　夜の片町に激しい雨が降る

 
♯８　スナック「香澄」店内

　酒棚に置かれたデジタル時計が９時を回っている。

　店内にいるのはカウンター内のアヤカと客の吉岡。

アヤカ「(時計を気にして)香澄ママ、遅いなあ‥‥」
吉岡「(ふてくされた表情で)桐島先輩と同伴出勤してくるんじゃないのか。この前の二人は付き合
ってたころに戻ったみたいだったから」

　その時、アヤカのスマホが鳴った。

アヤカ「(出て)お店に来る途中、迷子になった？　香澄ママ、冗談はやめて下さい‥‥(顔色が変



わる)」
吉岡「どうした？」

アヤカ「香澄ママが泣いてる」

吉岡「(アヤカからスマホを奪い取って)そこから何が見える？」
　アヤカにスマホを渡し、店を飛び出していく吉岡。

 
♯９　尾山神社・神門

　神門の下で不安そうに雨宿りしている香澄。

　そこへずぶ濡れになって走ってくる吉岡(手に傘を持っているが、差していない)。
香澄「(泣き笑いで)道が分からなくなっちゃった、吉岡クン‥‥」
 
♯１０　××病院の外観(翌日)
 
♯１１　××病院・神経内科・診療室
　白衣を着た男性医師と面談している香澄。医師のパソコンにＭＲＩなどの画像が見える。

医師「まだ確定ではありませんが、若年性アルツハイマーの可能性が強く疑われます」　

　香澄、膝の上でハンカチを握りしめている。

 
♯１２　香林坊の雑踏を虚ろな眼差しの香澄が歩いてくる

 
♯１３　スナック「香澄」店内(夜)
　カウンターを間に相対している香澄と吉岡。

吉岡「病院で診てもらったのか」

香澄「過労だったみたい。心配はないって‥‥」

吉岡「それなら良かった‥‥」

香澄「ねぇ吉岡さん、あたしと踊って」

吉岡「何だよ、いきなり」

香澄「何も言わないで、お願い」

吉岡「(香澄に気圧されして立ち上がる)」
　香澄、音響機器のスイッチを入れ、音楽が流れ始める。

　チークダンスを踊る香澄と吉岡。

吉岡「(うっとりして)香澄と踊るのなんて初めてだ‥‥」
　やがて曲が終わる。

香澄「(吉岡の胸に顔を埋めたまま)吉岡さんとは結婚できない。それがこの前の返事」
吉岡「(苦笑して)またフラレちゃったか」
香澄「吉岡さんのことはずっと好きじゃなかったの。だからもう‥‥お店に来ないで」

吉岡「(衝撃を受けて言葉を失い)‥‥」



　吉岡の胸で泣いている香澄。

 


